
情報学と複数領域を連携させ、新しい価値創造を目指すプラットフォーム学。このプラットフォーム学を扱う
京都大学「社会を駆動するプラットフォーム学卓越大学院プログラム」では、プログラムの一環として毎月
セミナーを開催しています。
第２回の今回は「防災×プラットフォーム学」がテーマ。SDGsのゴール11「住み続けられるまちづくりを」
への貢献や、将来予期されている巨大災害の対策に向けて、災害レジリエンスの構築に取り組む企業担当者、
京都大学の研究者、そして映画監督・樋口真嗣氏が集い、語ります。

樋口真嗣 氏（映画監督）
荒川剛 氏（パナソニック株式会社 ビジネスソリューション本部 CRE事業推進部 総括（兼）Fujisawa SSTマネジメント株式会社 代表取締役社長）
堺淳一 氏（One Concern株式会社 洪水・地震エンジニアリングリード（工学博士））
畑山満則 教授（京都大学 防災研究所附属巨大災害研究センター）
原田博司 教授（京都大学 プラットフォーム学卓越大学院 プログラムコーディネーター）
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